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1 緒 言

（受付昭和35年3月7日）

 血清は，広く種々の実験や検査に用いられ，その採取

は，通常血液を室温に放置するか，或は，360C～37。C

に保温し，血清と血餅が分離するのを待って遠心し，血

清を分離する。

 しかるに，著者等は，ニワトリの血清採取にさいし，

遠心後血清が擬固し，流動性を失う例に，しばしば遭遇

したので，この本態を究明すべく実験を行った結果，2

3の知見を得，かつ凝固予防の方法を発見したので報告

する。

       ll 実験方法および成績

 白色Vグホンの翼静脈から，乾燥滅菌せる注射器に

て，2ccの血液を採取し，清浄乾燥した遠沈管に静に移

し，第1表のごとく処理して，血清を分離したところ，

第1表のように，夏期を除いて，気温の低い時期に採血

した血液より分離した血清は，早いもので分離操作直後

から2～3分以内，或は，これより更に時間を経過して

擬固するものが多々現われた。これは採血後血液を室温

に放置し一応の血液凝固を待って遠心を行っても，採血

後37。Cに保温して後遠心しても，擬固現象が現われ

た。著者等は，これに苦慮し，試に，実験⑦に示したご

とく，採血後の保温温度を40。Cに上昇せしめ，同温度

下に30分放置後，遠心を行い血清を分離したところ，幸

にも血清は凝固しなかったので，さらに追試したとこ

ろ，かような方法を採れば，ニワトリの血清の凝固を簡

単に防ぎ得ることを確認した。

        皿 考   按

 このような血清の凝固現象は，ヒトの血清では稀であ

り，ウサギ，イヌの血清では，時に見られることがある

が，ニワトリほど，甚だしくない。その原因を考慮して

みるのに，一見完全に凝血したと思われる場合でも，実

際は，完全に凝血が完了しない場合に血清の凝固が起る

のではないかと考えられる。即ち，外部から物質の混入

が無いとすれば，血液中の物質で，不完全凝血．に際し，

血餅から，はみ出した物質が，血清の凝固に関与してい

るものと考えられるので，試に血清が凝固し初めた時，

速にその血清を用い，消紙電気泳動を行ったところ，第

1図の，正常血清泳動図と異り，第2図の如き泳動図を

得た。即ち，β一グロブリンとγ一グロブリンの間に，署

明なフィブリノーゲンの峰が現れている。

 血液擬固の機序は第3図1）に示す如く，最終段階に

おいて，ト・ンビンの触媒作用ICより，フィブリノーゲン

              第1図ニワトリ正常血清電気獅氏泳動図
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NISHINA， Yae URYU， Takako YASUOKA． （First Department of Physiology． Tokyo Women’s

Medical College） ： On the prevention of serum coagulation in cockerels by simple means．
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                        t Fibrinogen

          第2図 凝固を起せる血清泳動図

                        がフィブリンとなり，凝血が完了するのであるが，上記
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                 ’                        り，他の一原因は，b・ンビンの生成は充分であるが，何

簿         等かの原因｝・より，そ嘱軽められるという事が叡
  第3図 血液凝固機序（神前論交より1＞）     られる。しかし，すべての条件が，同一ならば，ヒNこ
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採血後40。C30分保温後遠心血清凝固せず

12月6日以降2月末迄に72回採血，凝固せる1例は衰弱甚しく，間も
なく死亡。2例は再度採血し正確ec 40。 Cに保温したところ，凝固を
起さず。2例は高度の脂血症が7Xく続き衰弱していた。

 第2表

 総蛋白濃度
屈折法長ウレツ志

7．53土0．3

8． 0

7．7

6． 5

ヒト，ウサギ，イヌ，ニワbりの血漿蛋白正常値

6． 29

6． 22

5． 17

L

  AIb．

旨55．3土2．67

 （ 4． 2）

 61． 8

 （3． 89）

 37． 2

 （2． 31）

f

4． 7 29． 7

（O． 24） （1． 54）

塊茎濃度比％（分屑濃度9／dl）

  a      P    ip 7

7．5土3．1   9．6士1．9

 （O．57） 1 （O．74）

al aL，

5．8 6．4［ 9．8
（O． 36） （O． 40）1 （O． 62）

8．9 9．61 11．3
（O． 55） （O． 60）1 （O． 70）

3．9 6．9

（O． 20） （O． 36）

10． 3

（O． 53）

7． 7±2． 0

（O． 58）

8．9

（O． 56）

20． 0

（1． 24）

25． 3

（1． 31）

19．9土2．4

 （ 1． 5）

7．3

（O． 46）

13． 0

（O． 81）

一 st6 一

19． 2

（O． 99）



159

おいても同様に凝固が起り得る筈であるが，ニワトリに

のみ顕著に現れるのは何故であろうか。

  ヒ｝，ウサギ，イヌ，ニワ〉りの」血液中のフィブリノ

ーゲンを比較すると，電気泳動｝こよったものであるが，

第2表の如く，近2）に．よると，．ヒ｝では，血漿蛋白分

画中，フィブリノーゲンは，7．7±2・0％で，総蛋白濃度

は，屈折法で7．53土。．39／dlであるから，フィブリノ

ーゲン濃度は，o．589／dlであるという。足立5）によ

れば，ウサギは，フィブリノーゲン8． 9 ％，総蛋白濃度

はビウレッ｝反応により6．299／dl（屈折法で8．09／dl）

従って，フィブリノーゲン濃度は。．569／dl （o．719／dl）

であり，／ヌのブィブリノーゲンは，20．0％，総蛋白濃

度6． 22 g／dl（7．79／dl），従ってフィブリノーゲン濃度

は，1． 24 g／dl（1．549／dDであり，ニワbリはフィブ

砂一ゲン25．3％総蛋白濃度5．・17・9／dl（6．599／dl），

従ってフィブ〃一ゲン濃度は1．319／dl（1．649／dl）

であるという。このように，ニワ｝りの血液中のフィブ

リノーゲンは多く，従ってこれをフィブIJンとするため

には，トmビンも量的に多く生成されるであろうし，そ

のためには，完全な凝血が必要となってくると老えられ

る。何故ニワトリでは，フィブリノーゲンが多いのか興

味あろ問題であるが，これは本題とは別問題ではある

が，ただニワ〉りの採血に際し感ぜられた点は，ニワト

リの血管が出血し易く，止血し難い点で，これとフィブ

リノーゲン量の多いことが何等かの関連があるよううに

も考えられアこ。

 血清が，凝固を起した例を時期的に観察すると，4月

5月，12月と比較的気温の低い時期に起り，6月，7月

9月等の気温の高い時期には起らず，10月に僅か例，起っ

ている。気温の低い時には〕一見凝血が完了したかの如

く見えて，猶ほ不完全なことがありそのために．血清の凝

固が起るものと考えられる。低温で」血液凝固が遅延する

ことは，神前1）によると，低温による直接の影響と，凝

血第2段階の障害，即ち，不安定因子の活性低下の両者に

起因するものであろう。まナこ低温では血小板機能の低下

が見られると述べている。ヒbの血液は，室温でも警備

するが，36・W37。Cと，体温にほぼ等しい温度に保てば，

より擬血が完全に行われる点に着目し，ウサギ，ラッ｝

ニワbりの体温を調べてみると，曽我4）によると，肛門

体温で，ウサギは，夏39．3。C，秋38．3。C，冬37．7。C

と季節により影響され相違するという。ラット5）は，

外気温の影響を受けず，37．80～38．70C（平均38・20C）

であるという。著者等が，ニワトリの体温を測定した

が，気温160Cで，3例行い，夫々，40．40C，40．4。C，

40．6。Cと非常に高かった。ニワトリでは，体温約40。C

においても，体内で血液擬固が起らないように，フィブ

リノーゲン上述の如く多量に含まれるとも考えられる。

採血後，40QCに30分保温し，その後遠沈したところ，

数例を除き，血清凝固を起さず，従って以後の実験遂行

可能となったのである。この数例の中，1例は，非常に

衰弱し，死の直前にあったもので，40。Cに保温したが

凝固を起したので，翌日更に試みtこが，矢張り凝固し，

数日後に死亡したが，衰弱甚しきため，凝固磯序に関与

する因子の作用も，恐らく弱まっていたためと老えられ

る。2例は，保温温度やや不正確であっアこので，翌日再

度採血し，40QCに保温したところ凝固しなかった。他

の例は高度の脂血症が長く継続していたもので，矢張り

著しく衰弱していたと考えられるのである。

         1V 結   論

 ニワ〉りの血清採取にさいし，気温の低い時期には，

血液遠心後，血清が凝固し，使用不能となることがあ

る。これは血清の中に，フィブリノーゲンが残っている

ために起るので，これを防ぐには，血液の擬固を完全に

行う必要がある。しかし気温の低い時期には，ニワ｝り

の血液は完全に擬固が行われ難いことがあり，瓦灯採取

後，ニワ｝りの体温に近い40。C，30分程度保温を行え

ば，よく凝固し，従ってこのような簡単な操作で血清の

凝固を，ほぼ完全に防止し得る。
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